21高教　内容解説資料
平成21年度版　CROWN English Reading  New Edition
1　特色

1.　「読む」活動を通して、ことばと人間との関係やことばと社会との関係など広くことばへの関心を高め、より豊かな言語観を育てることを目指しました。
2.　「読む」ためのテーマとして、ことばの教育、国際理解教育（異文化理解教育）、人間教育を題材内容の基本とし、これらの領域で生徒の知性や感性を考慮して生徒の興味を喚起する内容にしました。
3.　題材は、言語、芸術、異文化、社会、地球環境、科学技術、歴史や人物、人間としての生き方など多様な内容にしました。
4.　本、新聞、雑誌、物語、インタビュー記事、演説文、紀行文、解説文など、形式に変化をもたせました。
5.　実践的コミュニケーションの観点から、言語の「使用場面と働き」を重視し、特に高校生が実際に「読む」活動をする中で、可能な限り現実の場面と遊離しない状況を設定しました。
2　言語材料の扱い

1.　「読む」活動をする上で、活発で多様な言語活動が展開できるように配慮しました。
2.　文法事項は表現活動に活用することを基本として精選し、「読む」上で必要と思われる基本的な文型・文法事項を扱いました。
3.　「単語」は、英語 I までの1,340語を基本とし、「読む」活動および表現活動に必要と思われる語彙、連語を精選して取り上げました。また、Pre-Reading の Vocabulary Check では、語彙に関する練習を系統的に扱うと共に、巻末に「文法のまとめ」「Word List」を掲載しました。
3　言語活動

1.　全 Part に渡って「読む」活動を中心にした「言語の使用場面」を具体的に提示すると共に、4つの言語活動の有機的な関連が図れるよう、Post-Reading、Clip Board など、形式を工夫しました。
2.　「言語の働き」に留意し、英語 I までの学習を踏まえ、基本的なものを精選し、系統的に扱いました。
3.　「音読」の重要性を認識し、目的や状況に応じた読み方ができるよう、本課においては Communication Activity の Oral Interpretation で、また Short Story、Rapid Reading においても指導できるように配慮しました。
4　構成

1.　Reading Skills（1〜7）、Part 1（1〜4課：700〜1,000語）、Part 2（5〜8課：1,000〜1,200語）、Part 3（9〜12課：1,000〜1,500語）の3部で構成しました。とくに12課は「OPTION」とし、生徒全員が履修すべき教材ではなく、発展的、選択的な教材として位置づけました。
2.　Reading Skillsでは短い英文を使い、文の構成やスキミングやスキャニングなど、基本的なスキルの習得を目指した。
3.　各課は、リーディング本文前のセクション（Pre-Reading）、リーディング本文（Reading）、リーディング本文後のセクション（Post-Reading）で構成されています。
4.　Pre-Reading は、Facts about …（課の中心テーマに関する基本情報の提供）、Take a Moment to Think（課のテーマに関連する簡単な質問）、Vocabulary Check（本課を読む上で重要と思われる新語の事前学習）で構成されています。
5.　Reading には、題材に対する興味を喚起し、内容理解の一助になるよう、写真や図版を豊富に用意しました。とくにレッスン扉の写真は調べ学習など発展的な学習に応用することができます。
6.　Reading には、傍注に固有名詞、基本的な熟語・慣用表現を取り出し、日本語を付け、学習上の配慮としました。脚注には、新語のほか、内容理解のための目安とすべき質問（Q）を設けました。
7.　本文を読んだあとに本文の内容や構成を確認すると同時に、自分の考えなどをまとめて発表するなどの運用能力を高めることを目的として、Post-Reading を設けました。
8.　Post-Reading は、Comprehension Questions（内容確認の問題：リスニングによる True or False、Check、Summary）、Communication Activity（音読と、課の内容を広げたコミュニケーション活動）、Exercises（語法、熟語、構文、文法などの練習問題）で構成されています。
5　そのほか

1.　Clipboard は2部で構成しました。第1部では課に関連したテーマを扱い、Scanning などでキー情報などをつかむクイズ形式で提示しました。第2部は「OPTION」とし、課に関連するよりオーセンティックな英文を提示しました。これは生徒全員が履修すべき教材ではなく、発展的、選択的な教材として位置づけています。
2.　Short Stories では、短時間でおもしろく読むことができる短編の読み物を3編配置しました。
3.　Rapid Reading では、細部にこだわらず概要を捉えながら読む、比較的長めの読み物を3編配置しました。Rapid Reading 3 は「OPTION」とし、生徒全員が履修すべき教材ではなく、発展的、選択的な教材として位置づけました。
4.　「表見返し」に海、「裏見返し」に宇宙を配し、生命の源である深遠なる海から生まれた生命は、地球という宇宙の中に漂うひとつの星の中で成長し、やがてまた遠く遙かなる宇宙の中へ何かを求めて旅するという、この壮大な時間の流れの中で、今ある現実の自分の存在を考えさせるための一助としました。
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